































































































聞 き手 の行 動 ～あいづちの規定条件～
今 石 幸 子
キーワー ド:あいサら,バックチャンネル,理解している信号,機能,形式
日本語教育において学習者のコミュニケーション能力を目指し,あいづ
ち研究が進められている｡しかしその定義は研究者間で異なっており,明
確な一致が見られない｡そこで,あいづちの定義づげに必要と思われる項
目を4つあげ,そのうち ｢機能｣ ｢形式｣の2つの観点からあいづちの定
義づけを試みた｡まず,コミュニケーションプロセスモデルから,あいづ
ちを話し手の発話を ｢理解している信号｣とした｡情報伝達過程において,
聞き手は不確定な話し手の発話意図を確定するのだが,確定したとき ｢理
解している信号｣に肯定否定,感情表現のような自己の態度を加えること
もある｡また,機能を下位分頬することによりそれらの重複を避けた｡形
式では典型的な ｢いわゆるあいづち｣ (あいづち詞)が存在するため,聞
き手のフィードバック情報全体をバックチャンネルとし,あいづちをその
一部とした｡あいづちは表現形式が多いため,他の言語形式や非言語形式
との性質の違いを明らかにしながら規定した｡
